
評価
領域

重点目標
具体的方策

（教育活動）
達成
度

実践目標の達成状況の診断・分析 委員からの意見・要望等 分類

4: 100％であった。

3: 80％以上であった

2: 60％以上であった

1: 60％未満であった。

4: 15件以上だった。

3: 10件以上だった。

2: ５件以上だった。

1: ほとんどなかった。

4:
十分指導ができ、自転車過失事故が５件以内、かつマ
ナーの徹底ができた。

3:
計画どおり指導ができ、自転車過失事故が10件以内、か
つマナーがほぼ守られた。

2:
計画どおり指導ができたが、自転車過失事故が10件を超
え、かつマナーがあまり守られなかった。

1:
あまり指導ができず、自転車過失事故が10件を超え、か
つマナーがほとんど守られなかった。

4:
学年団及び校内外の関係機関と連携し、問題を抱える全
ての生徒とその家庭を組織的に支援することができた。

3:
学年団及び校内外の関係機関と連携し、問題を抱える生
徒とその家庭を組織的に支援することができた。

2:
教育相談室として対応に努めたが、問題を抱える生徒と
その家庭への組織的な支援が行われなかった。

1:
ＨＲ担任が一人で問題を抱え込んで孤立し、問題を抱え
る生徒とその家庭への組織的な支援が行われなかった。

A

A

６　学校運営協議会

評価基準

本校主催あるいは地域関係機関主催の社会奉仕活動への参
加が

長府時代祭、長府城下町マラソン、長府寺子屋、
長府地区文化祭、長府警察署防犯啓発活動、長府
警察署交通安全運動、御船手・三軒茶屋海岸清掃
活動、下関海峡マラソン等、ＪＲＣ部や各部活動
を中心として地域活動に意欲的に取り組んだ。特
に長府地区のイベントに関しては、各団体からの
積極的な参加呼びかけもあり、多くの生徒がボラ
ンティア活動を行った。今後も生徒達が積極的に
地域社会に貢献し、社会性とコミュニケーション
スキルを身につけていけるよう指導していきた
い。
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今年度は、校内での研究授業を、中高連携での取
組、若手教員の研修に合わせて実施し、新学習指
導要領で求められる指導の研修や改善に取り組ん
だ。また、県内で開催される教科研修会や他校の
授業に参加した教員も複数名おり、授業力向上に
取り組んでいる。ＩＣＴ機器の利活用の向上も求
められており、生徒の学習意欲や思考力が向上す
る方法を十分に考え、効果的で効率的に活用する
ことが大切であると考える。
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授業改善は「主体的・対
話的で深い学び」を目指
し、小中学校の連携が重
要である。互いの授業見
学やICTを活用した授業
動画の共有が有効であ
る。研究授業に全教員が
参加し、授業アンケート
をPDCAサイクルに活用す
ることが求められる。生
徒の興味を引き出し、学
習意欲を高める指導方法
の向上に取り組む。ICT
機器の活用は各学校の
テーマであり、他校の授
業参加が参考になる。本
校では低学年からの学習
意欲向上が課題である。

授業力向上のために、研究授業や、研修に参加した教員が

自転車安全点検と交通安全教室は予定通り実施し
交通安全についての生徒達の意識を高めた。今年
度よりヘルメットの着用が努力義務化された影響
で自転車通学の生徒が減少した。以前から通学危
険箇所として外部の方から頻繁に連絡が入ってい
た滑石交差点下については、長府警察署の交通課
と協力し何度か立哨指導を実施した。その後、滑
石交差点の改修工事完了をうけて、下関市役所、
長府警察署と協議し通学路の変更を行い、生徒達
に周知した。それ以後現在まで外部からの連絡は
入っていない。自転車対自家用車の事故が目立
つ、一旦停止による周囲確認不足やスピードの出
し過ぎが原因と考えられるので今後重点的に指導
していきたい。
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　　　　　令和６年度山口県立豊浦高等学校　学校評価書　　　　校長　三谷　和徳

高校生活
への適応
と心の健
康の保持
［教育相
談室］

交通ルー
ル・マ
ナー順守
の徹底

社会性と
コミュニ
ケーショ
ンスキル
の育成

生徒会活動や課外活動
を中心に、社会奉仕活
動に積極的に取り組
み、地域に愛される学
校づくりをめざす。
その際、校内外での挨
拶、地域、教師と生徒
及び生徒同士の対話を
通じ、コミュニケー
ションスキルの向上を
目指す。

教務

生徒

自転車点検を実施す
る。
交通安全教室を実施す
る。
登校指導を実施する。
危険通学路箇所で指導
を実施する。
全体集会における諸注
意を実施する。

授業力の
向上

新学習指導要領で求め
られる力を高めるた
め、研究授業や研修、
授業アンケート等を通
して授業改善を促進す
る。

５　自己評価

教育相談の立場から、
個人の内面の問題や人
間関係上の問題に対
し、校内外の関係機関
と連携して迅速にケー
ス会議を設置する。こ
れを基盤に、問題を抱
える生徒とその家庭へ
初動重視の組織的支援
を行う。
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「早期発見・早期対応」を全ての基本方針とし、
年２回（３年は進路面談を含めて３回）実施の保
護者懇談、毎学期及び随時実施の生徒個人面談、
年３回のいじめ・被害調査、昼休みの校内巡視、
教職員による毎朝の学年ミーティング、いじめ対
策委員会、職員会議、定例・緊急の生徒課会議、
教育相談委員会、ケース会議、部顧問会議等によ
り、情報収集と共有・対応に当たった。状況に応
じてはSCの面談を行い、また、外部専門機関と連
携し、必要な助言を受けた。

１　スクール・ミッション、学校教育目標

＜スクール・ミッション＞
計画的・効果的なキャリア教育を推進するとともに、実践的・体験的な教育活動や、地域・社会と連携・協働した教育活動等を通して、知・徳・体の調和がとれ、
チャレンジ精神を備えた、地域・社会の活性化に主体的に貢献できる人材を育成します。

校訓
至誠一貫・進取向上・自治協同

教育目標
「文武一徳」の人づくり
知性を磨き体を鍛え、徳の備わった、社会のリーダーたる人材の育成

育てたい生徒像
１　高い志と使命感をもった、社会に貢献できる生徒
２　心身を鍛え、何事にも積極的にチャレンジできるたくましい生徒
３　互いに協力しながら、主体的に行動できる生徒

２　スクール・ポリシー

【令和６年度の重点目標】「生徒の主体性を育み、一人ひとりの夢を実現する豊浦」
　１　地域から信頼される魅力ある学校づくり
　２　生徒一人ひとりの進路実現に向けた学力の向上
　３　学校における働き方改革の推進

【令和６年度チャレンジ目標】 「　豊浦一風　～未来へ繋がる革新を～　」

グラデュエーション・ポリシー
(育成をめざす資質・能力に関する方
針)

　・高い志と使命感をもち、社会に貢献する生徒を育成します。
　・心身を鍛え、何事にも積極的にチャレンジするたくましい生徒を育成します。
　・互いに協力しながら、主体的に行動する生徒を育成します。

カリキュラム・ポリシー
(教育課程の編成及び実施に関する方
針)

　・進学に対応した教育課程を編成し、少人数指導によるきめ細かな指導やICTを活用した授業等を行い、学習習慣を定着させ学
    力向上につなげます。
　・系統的、計画的なキャリア教育により、生徒一人ひとりの進路実現を図ります。
　・諸課題の解決に向けた探究活動やボランティア活動を通して、社会的意識を高め、地域への貢献を図ります。

アドミッション・ポリシー
(入学者の受け入れに関する方針)

　・将来への目的意識をしっかりもち、進路実現に向けて積極的に勉学に取り組む生徒を募集します。
　・本校の校風である「文武両道」の精神を理解し、自分の将来の夢に向かって努力する生徒を募集します。

３　現状分析

　本校は「『文武一徳』の人づくり」を教育目標に掲げ、全人的発達をめざした教育を伝統的に進めている。学校評価アンケートによると、この教育方針に基づく学校
運営は生徒・保護者に浸透しており、学校に対する信頼感が醸成されている。また、地域に対する文化活動・ボランティア活動を精力的に展開していることから、生
徒・保護者だけでなく地域においても共感的な理解をいただいている。
　一方、進学実績については、国公立大学や有名私立大学の合格者の割合はやや増加傾向にあるものの、生徒が幅広い選択の中から大学進学に対応できるよう学力の向
上を一層図っていくことが喫緊の課題である。そのために学習時間を確保する中で生徒の学力を高め、ＩＣＴなどを効果的に取り入れた授業改善など学力伸長のための
具体的手立てを学校全体で取り組む必要がある。さらに、大学関係者やＯＢなどを活用した取組やオープンキャンパスなどのような外部との連携を図るなどキャリア教
育の充実を図りながら進路意識を高めることを継続していくべきである。
　また、生徒一人ひとりが抱える学習や学校生活に関する問題に対しては、個別の教育相談や指導・支援について、早期対応に重点を置きながら組織的に進めていく必
要がある。

４　本年度重点を置いてめざす成果・特色、取り組むべき課題

AFPYなどの人間関係づく
りの活動を積極的に取り
入れ、地域との関わりを
深めることは、生徒の成
長に役立つ。
ボランティア活動への参
加は高く評価され、不適
応の早期発見・対応が重
要である。
教育相談の負担軽減も必
要である。
自転車運行マナーの指導
と自転車保険加入の徹底
をお願いする。
生徒会活動に積極的に参
加する生徒の姿勢は素晴
らしい。



4: 80％以上であった。

3: 60％以上であった。

2: 40％以上であった。

1: 40％未満であった。

4: 80％以上であった。

3: 60％以上であった。

2: 40％以上であった。

1: 40％未満であった。

4: 80％以上であった。

3: 60％以上であった。

2: 40％以上であった。

1: 40％未満であった。

4: 50％以上であった。

3: 40％以上であった。

2: 30％以上であった。

1: 20％以上であった。

4: ３学年とも目標以上であった。

3: ２学年において目標以上であった。

2: １学年において目標以上であった。

1: 全学年とも目標に達していない。

4: ４項目以上であった。

3: ３項目であった。

2: ２項目であった。

1: １項目以下であった。

B

A

B

学習習慣の定着を図り、
体力テストの時期を調整
し年2回実施を検討する
べきである。
体力向上と食習慣改善を
継続し、保護者や養護教
諭と連携することが必要
である。
学級閉鎖時も自己健康管
理の重要性を早期に身に
つけることが大切であ
る。
運動部活動では猛暑対策
を徹底し、生徒の安全に
配慮するべきである。
これらの取組を継続し、
改善に努めることが求め
られる。

3

引き続き魅力を発信し、
中学生に選ばれる学校を
目指すべきである。
電子書籍の利便性を認め
つつ、紙の書籍を推奨す
る姿勢に共感する。
目の健康を考慮し、活字
の本を読むことで文章力
も向上する。
夢の実現に向けたサポー
ト体制をアピールし、取
組を進め、改善に努め
る。

4:80％以上であった。

3:60％以上であった。

2:40％以上であった。

1:40％未満であった。
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　大学入試に関する情報や校内の進路行事などを
紹介し、進学意識の向上を図りたいと考え、進路
ニュースを月１回程度発行しているが、生徒が
隅々まで読んているか、保護者の手に渡っている
かどうかは不明である。学校評価アンケートで
「情報提供が進路決定に役立っている」と答えた
生徒の割合は93％であったが、保護者は78％で保
護者は「わからない」と答えた割合も高かった。
担任には「保護者にも見せて」とお願いしている
が、今後も学校HPやクラスルームなどを通じて発
信していきたい。
　５月に各学年とも進路講演会を実施し、３年生
は小論文講演会も実施した。夏休みに保護者対象
進路講演会も実施、参加者からは好評を得た。２
年生対象の高大接続事業や１年生対象のキャリア
セミナーでも進路意識が高まったのではないかと
考える。

ホームページやマチコミメールは、よりきめ細か
く情報発信ができるように、スピード感を持って
取り組んでいるところである。マチコミメール登
録もほぼ完了し、臨時休校等の緊急時にも、なる
べく迅速に対応できるようにした。ホームページ
は、保護者や同窓生、今後本校受験を考えている
中学生にも興味が持てる内容となるよう、その構
成と発信のスピード感に気を配って行きたい。学
校アンケートは１２月に実施したが、全体的には
肯定的な意見が保護者も生徒ともに多かった。

学校図書館の役割（１学習センター、２情報セン
ター、３読書センター）を教員に周知し、選書方
針も、それらがバランスよく反映されるように工
夫した。生徒の読書離れや、読書の形態の多様性
（電子書籍等）も考えながらも、まずは図書室へ
の来室、貸出率の増加を図るため、生徒による選
書、購入希望図書調査、図書新聞の発行や読書会
開催（クラス）を通じて本校図書室の魅力をア
ピールすることに努めた。全校生徒５０％に貸し
出しをするという目標には到達したが、読書の楽
しさに気づかせ、習慣化を図るとともに、図書室
をより利用しやすいものにすることが今後の課題
である。

学校評価アンケートの「学校情報発信に関する」項目で肯
定的評価が

ホームページやマチコ
ミメール等を十分に活
用して、積極的な学校
情報の発信に努める。

毎月の学習記録表や年
３回の進路希望・学習
量調査を通じて、主体
的な学習への取組を促
す。
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　毎月の学習時間記録票により、毎日の学習（学
習時間や教科・科目）の取り組み具合を把握して
いる。担任によって取り組み方はまちまちであ
る。12月末の学校評価アンケートで「家庭学習を
よくしている」と自己評価した生徒の割合は62％
であった。４月、９月に学習量・進路希望調査を
実施しているが、４月→９月で学習時間が１年生
は激減、２年生は微増、３年生はかなり増加して
いる。１年生は部活動に費やす時間が増え学習時
間がうまく確保できていないと考えられる。２年
生は中だるみもあるが進路希望が確定している生
徒は目標をもって計画的に学習する者が増えつつ
あるのではないかと期待している。３年生は受験
生という自覚ができてきたからだと考えられる。

学年経営が順調であり、取
組の継続を望む。
学習意欲の低い生徒は将
来像が描けていないため、
地域貢献や外部とのコミュ
ニケーションを通じて進路
を見つける手助けが必要で
ある。
気持ちに余裕のあるうちに
生活や学習パターンを身に
つけ、基礎学力を高めるべ
きである。
本年度の取組に対する評
価や課題点、次年度の改
善策が具体的に示されてお
り、課題解決に向けて対応
可能と判断している。
引き続き改善に努めてほし
い。
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学校評価アンケートの「情報提供が進路決定に役立ってい
る」項目で肯定的評価が

情報提供
の充実

１月に振り返りアンケートを実施した結果、各項
目に対する割合Ａの値は次のようであった。（回
答率　　％）「基本的生活習慣が確立できた」７
７．４％、「学習時間を平日２時間、休日４時間
確保できた」１５．８％、「主体的に活動でき
た」７９．４％、「計画的に活動できた」５３．
２％、「コミュニケーション能力が高まった」
７８．９％、５項目中３項目が７０％以上であ
り、達成度は３であると診断する。
豊浦高校生としての自覚が次第に身についてきて
おり、基本的生活習慣の確立やコミュニケーショ
ン能力の向上への意識が高まっている。一方で学
習習慣の確立については極めて不十分であり、生
徒自身もそのことを自覚している。すべての教科
において、主体的に取り組む課題の設定など、学
習に向かわせる工夫を施していくことが必要であ
る。

生成AIの研修や成績下位
層の底上げ対策を進め、
1年次からキャリア教育
を充実させることが重要
である。
校風（文武両道）を目指
し、部活動時間と家庭学
習時間の相関を分析す
る。
1年生の学習時間の激減
を改善し、保護者の関与
を強化する。
進路情報提供の改善策と
して「生徒自身に考えさ
せる時間」を取り入れ、
アプローチを工夫する。
部活参加率が高い本校で
も国立大進学者の増加を
期待する。
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年度初めに感染症対策を促してきた。しかし、年
末にインフルエンザが増えた。コロナウイルス感
染症も出たたため更なる手洗い、うがい等の具体
的な取り組みや意識の啓発を行っていく必要があ
る。
熱中症対策については行事における運営方法の見
直しを図りながら効果的に行うことができた。
アンケート調査結果についても約９割の生徒が健
康に関する関心を持ち、能動的な取り組みができ
ていたように思う。しかしながらメンタル面に関
する課題は山積しており、心技体が整った健康状
態が維持できるよう指導していきたいと考えてい
る。

学習時間
の確保と
学習習慣
の確立

進路ニュースを定期的
に発行すること、進路
講演会やキャリアセミ
ナーを開催すること
で、進路に関する情報
を生徒・保護者に提供
し、進学意識の啓発を
促す。

①手洗い、うがい、換
気等をおこない、感染
症防止に努める。
②体育的行事において
体育用キャップの着用
や水分補給を十分に行
い熱中症対策に取り組
む。
③自分の健康状態（メ
ンタル含む）の把握に
努める。

年度末アンケートを実施し、「手洗い、うがい、換気等を
おこない感染症防止に努めた」、「体育的行事において
キャップ着用や水分補給を行い熱中症対策に努めた」、
「自分の健康状態を把握するための具体的な活動ができ
た」の３項目について、各項目ごとに「できた」、「やや
できた」の回答合計数の割合Ａを算出し、割合Ａが７０％
以上の項目数により、以下のように評価する。学校安全

の徹底

進路情報
の提供の
充実

B

総務

進路
指導

家庭での学習習慣が身についたと自覚した生徒が

１年

体力の向
上

図書室利
用の促進

4

保健
体育

①基本的生活習慣を確
立させるため、掃除の
徹底や整理整頓を呼び
掛け、かつ学習習慣の
定着を図るため、週末
課題を定期的に出し、
学年集会、学年だより
等を通し、生活、学
習、進路に関する情報
発信、指導を行う。
②学校行事、ＨＲ活
動、授業、部活動等を
通じて、主体的、計画
的な行動を身につけ
る。
③挨拶、会話等を通
じ、コミュニケーショ
ン能力を育てる。
④担任や教科担当、部
活動顧問との連携を密
にし、報告・連絡・相
談を徹底させる。

進路実現
のための
基礎作り

年度末アンケートを実施し、「基本的生活習慣が確立でき
た」、「学習時間を平日２時間、休日４時間、確保でき
た」、「主体的に活動できた」、「計画的に活動でき
た」、「コミュニケーション能力が高まった」の５項目に
ついて、各項目ごとに「できた」、「ややできた」の回答
合計数の割合Ａを算出し、割合Ａが７０％以上の項目数に
より、以下のように評価する。

スポーツテストの総合
判定においてＡ判定が1
年生15％以上２年生
25％以上３年生35％以
上をめざし授業の充実
を図る。

1年生28％、2年生18％、3年生38％であった。1年
生は非常に高い数字を出しているので継続させた
い。2年生では、目標達成できなかったが、授業
等に持久走を取り入れた。部活動等で主力となる
2年次からは体力向上が見込まれる。3年生は、自
主性が出てきていた。

今年度、本校図書館で本を借りた者が全校生徒の

生徒・教職員のニーズ
に応じた蔵書を整え、
特に生徒については、
読書習慣の定着を図
り、本の貸出の増加に
努める。

4



4: 75％以上であった。

3: 50％以上75％未満であった。

2: 25％以上50％未満であった。

1: 25％未満であった。

4: 75％以上であった。

3: 50％以上75％未満であった。

2: 25％以上50％未満であった。

1: 25％未満であった。

4: 15回以上であった。

3: 10回以上であった。

2: ５回以上であった。

1: ５回未満であった。

4: 1週間以内に改修した。

3: ２週間以内に改修した。

2: １か月以内に改修した。

1: 不十分で早期に補修できなかった。

4: 90％以上であった。

3: 80％以上であった。

2: 70％以上であった。

1: 70％未満であった。

２年

３年

地域
連携

教員と事務職員で連携を図りながら、県の行財政
改革の方針に基づき、効率的かつ効果的に予算執
行に努めた。
また、県に緊急で予算措置が必要なものや、要望
できるものについては適宜予算措置をしてもら
い、予算を有効的に運営することができた。

①学習習慣の確立
・主体的に授業へ参加
し、復習を徹底する。
・Classiを活用し、個
別最適な学習により苦
手分野を克服する。

②進路目標の設定とそ
の実現
・総合的な探究の時間
等を活用し、進路実現
のための情報を収集
し、実現に向けて取り
組む。

③基本的生活習慣の確
立
・欠席･遅刻をしない、
時間厳守、掃除の徹
底、提出物期限厳守に
取り組む。

事務
事務計画に参加し、目的に沿った予算運営の達成率が、

予算の効率的な執行に
より、最大限の効果を
上げる。

安全安心
な教育環
境整備

　長年下関市、長府まちづくり協議会、長府体育
協会、長府ライオンズクラブなど地域の団体と連
携し、各種行事・ボランティア活動にも引き続き
参加した。また、卒業生による１年生対象のキャ
リアセミナー、２年生対象の大学等との連携によ
る学校説明会を実施した。
　昨年度に引き続き、長府中学校・豊浦小学校と
の熟議へ生徒会役員が参加した。
　今年度は、「やまぐち型社会連携教育推進事
業」において、２年「総合的な探究の時間」で大
学教員、市役所職員の方々（９名）に講師として
来ていただき、探究活動での指導・助言をいただ
いた。
　これらのすべての活動は、生徒にとって大きな
学びとなった。

年度末アンケートにて、「将来を見据えた明確な進路目標
を持ち、実現に向けて取り組むことができた」と回答した
生徒が

危険箇所の発見及び連絡を受けて、

3

　以下の項目（重点目標と①～③）について、生
徒の自己評価（４:できた　３:だいたいできた
２:あまりできなかった １:できなかった）を実
施した。
＜項目＞
重点目標「将来を見据えた明確な進路目標をも
ち、実現に向けて取り組める生徒の育成」
①　学習習慣の確立について（３つ）
　（ア）主体的に授業に参加、予習・復習を徹底
　（イ）定期考査や模試のやり直し
　（ウ）朝学の徹底（基礎学力の定着）
②　進路目標の設定について
③　基本的生活習慣の確立について
＜結果＞
関連する質問内容で、評価４、３と回答した生徒
の割合は、
　・進路目標への意識　　　　　　　　　92.8％
　・家庭学習への取り組み　　　　　　　58.9％
　・基本的生活習慣の確立　　　　　　　94.7％

したがって、達成度「３」と判断した。
自らの進路実現に向けてのイメージはできつつあ
るが、それに見合った努力が不足しているのはア
ンケート結果から明らかである。高校生活の充実
度と学習の成果が比例していないのが残念に思わ
れる。

4

4

地域に期
待され信
頼される
学校づく
りの推進

①学習習慣の確立
・主体的に授業へ参加
し、予習・復習を徹底
する（予習→授業→復
習のサイクルの確
立）。
・定期考査や模擬試験
のやり直しを徹底す
る。
・朝学等で小テストを
実施し、基礎学力の定
着を図る。
②明確な進路目標の設
定
・ＬＨＲや探究活動等
において、生徒一人ひ
とりが自らの将来に向
き合い、進路目標を設
定できるようにする。
③基本的生活習慣の確
立
・「時を守り、場を清
め、礼を正す」といっ
た意識をもつととも
に、他人を思いやる気
持ちやコミュニケー

危険・不具合個所の様態に応じて以下のとおり対応
し、事故の未然防止等に努めた。また定期的な校内
巡視を行った。
①校務技士等職員で修繕可能な箇所は、直ちに対応
②特殊、専門性を有する箇所は選定業者と調整のう
え早急に改善等を実施した。
③予算措置の必要な案件については、県に早急な対
応を要望。今年度は食堂棟屋根応急工事、テニス
コート奥のネットフェンス改修工事等を実施。

将来を見
据えた明
確な進路
目標をも
ち、実現
に向けて
取り組め
る生徒の
育成

年度末アンケートにて、「学習習慣の確立に取り組んだ」
「進路目標を設定し、その実現に取り組んだ」「基本的生
活習慣の確立に取り組んだ」と回答した生徒が

未来を描
き、幸せ
に生きる
ための力
の育成

4

事故防止のため生徒への
注意喚起を徹底するべき
である。
計画的に修理を進めるこ
とが必要である。今後も
安全安心な教育環境整備
に取り組むべきである。
修繕箇所については、事
故が起こってからでは遅
いため、県に状況をしっ
かりと報告するべきであ
る。
定期校内巡視を行い、事
故未然防止に努めること
が重要である。
予算化が難しいが、教育
に支障が出ないようにす
る必要がある。積極的な
取組を評価し、予算確保
に引き続き努めるべきで
ある。

B

B

A

A

教育活動を実施した回数が

施設設備の危険・不具
合箇所について、早期
に対応する。

地域社会や関係機関と
連携した教育活動を充
実させる。

一部の教員だけでなく、
全教職員への意識づけを
する必要がある。
探究活動のプレゼンを小
中学生にも披露するべき
である。
豊浦高校は在校時も卒業
後も地域の諸活動に関わ
り、地域に信頼されてい
る歴史がある。今後も縦
と横のつながりを大事に
するべきである。
卒業生のネットワークを
活用し、人材育成教育を
充実させるべきである。
生徒の地域社会貢献の取
組は高く評価されてお
り、引き続き積極的な活
動をお願いする。吹奏楽
部の活動に生徒会やPTA
を巻き込むべきである。

4

体力向上の課題を中高で
共有し、長期的な取組に
ついて議論するべきであ
る。
アンケートで学習習慣が
他学年より低いことが気
になる。
学習指導と生活指導を引
き続き熱心に取り組むべ
きである。
能力の高さと理系・文系
は関係がなく、本人が望
む進路を目指すべきであ
る。
保護者も生徒の将来像に
ついて一緒に考えるべき
である。

3年生で12月に家庭学習
をあまりやらない生徒が
20%近くいるのは問題で
ある。
学習指導の成果が上がっ
ているが、幸せに生きる
力の育成と学習偏重には
違和感がある。
目標と評価基準がかみ
合っておらず、具体的で
わかりやすい目標を設定
するべきである。
目標は高く持ち、妥協せ
ず、自分の進みたい道を
目指すべきである。
クラッシーの活用ができ
ていない生徒は苦手分野
を克服できていない可能
性があり、判定は厳しく
考えるべきである。

　以下の項目（重点目標と①～③）について、生
徒の自己評価（４:できた　３:だいたいできた
２:あまりできなかった １:できなかった）を実
施。
＜項目＞
重点目標「未来を描き、幸せに生きるための力の
育成」
①　学習習慣の確立について
（ア）主体的に授業へ参加し、復習を徹底する。
（イ）Classiを活用し、苦手分野を克服する。
②　進路目標の設定について
　進路実現のための情報を収集し、実現に向けて
取り組む。
③　基本的生活習慣の確立について
　欠席･遅刻をしない、時間厳守、掃除の徹底、
提出物期限厳守に取り組む。
＜結果＞
評価４、３と回答した生徒の割合は、
　重点目標　　　　　　　　　96.3％
　①（ア）復習の徹底　　　　96.3％
　①（イ）苦手分野の克服　　59.0％
　②　進路目標の設定　　　　97.5％
　③　基本的生活習慣の確立　87.0％

したがって、達成度「4」と判断した。
しかしながら、①（イ）「苦手分野の克服」につ
いては達成率が低く、学習習慣の確立や学習時間
の確保が課題である。



4: 25％以上であった。

3: 15％以上であった。

2: 5％以上であった。

1: 5％未満であった。

4: 100%であった。

3: 80%以上であった。

2: 60%以上であった。

1: 60%未満であった。

７　学校評価総括（取組の成果と課題）

教務

生徒

進路
指導

総務

保健
体育

１年

２年

３年

地域
連携

事務

業務
改善

　今年度もホームページについて、より新しい情報を的確に伝えられるように、昨年よりも質の高い内容をよりスピーディーに提供できるように努めた。情報の提供と内容の保護者評
価が８０パーセント強であったので、保護者や生徒、あるいは本校受験を考えている中学生が何を求めているのかをもう少し吟味していかなければならない。今年度も、学校図書館の
３つの役割を明確に提示し、選書方針もバランスよくそれぞれの役割が果たせるようにした。また、それらを踏まえた上で、生徒・教職員の希望図書を積極的に購入し、常に新しい文
庫を提供できるように努めた。同時に、図書委員会を通じて蔵書の貸出率が少しでも上がるように努力した。近年ＳＮＳ社会となり、読書の形態も多様化（電子書籍等）し、本校生徒
も55％が電子書籍を利用している状況である。生徒の読書離れが全国的にも進んでいるが、まだ改善の余地はあり、活字で印刷された本でしか味わえない読書環境を整備する必要があ
ると思われる。

　体力向上については2年生が目標を達成できなかったが、他学年において概ね目標を達成することができている。体育の授業や体育的学校行事、運動部活動の加入率の高さによる成
果が出ているものと推測される。さらなる向上に努めていきたい。
学校安全の徹底については手洗い、うがい等による各ウイルスへの感染を防止することを指導してきたが、年末に学級閉鎖が起こった。学校行事や体育授業時における暑熱対策（水分
補給、体育用キャップの着用）を積極的に行い、熱中症の集団発生が起きないようにした。さらに、自分自身の健康状態を把握することやメンタル面での対応について授業等で声掛け
をして欠席者数の減少に努めていきたい。

1

　４月から12月までの時間外在校等時間は、昨年
度52.03間、今年度は53.42時間であり、昨年と比
べ微増であった。45時間以上の時間外在校等時間
の理由は、部活動指導が最も多く、次いで教材研
究、学年・学級の業務である。
　部活動指導については、部顧問複数であるが、
競技の専門性や中国大会・全国大会への出場もあ
り、負担が大きい。

今年度は「やまぐち型社会連携教育推進事業」もあり、既存の地域や関係機関との連携に加えて、２学年総合的な探究の時間において講師を招聘することができた。様々な活動に参加
したことで、これらの経験を通して多くを学ぶことができた。次年度以降、コミュニティ・スクールの仕組みを生かした活動に取り組んでいく必要がある。

　ＨＲ活動や担任との面談、授業、部活動等を通し、生活、学習、進路に関する情報発信、指導を行うことで、基本的な生活習慣をほぼ確立することはできた。また、学校行事や総合
的な探究の時間等において、主体的な活動を概ね身につけさせることはできた。さらに、挨拶、会話等を通じて、コミュニケーション能力を向上させることができた。学習習慣の確立
に伴い、進路実現に向け計画的に学習に取り組む生徒がいる一方で、必要最低限の学習時間を確保できていない生徒も数多く見受けられる。今後は、進路啓発に関わる活動の中で、学
習意欲の低い生徒への働きかけが課題である。

　家庭学習時間について、１年生の９月末調査では平日１時間未満が半数近くいる。低学年の時期に、家庭学習の習慣化を図り、英国数を中心とした学力の定着を一層行いたい。部活
動により学習時間が確保できない生徒に対して、朝学や週末課題、隙間学習など有効な手段を一層講じていく体制作りが必要であろう。
　進路情報の提供については、進路ニュースをはじめ、進路講演会など定期的に発信できていると考える。しかし、入試制度そのものや進学に対する考えが不足している生徒がいるの
で、総合的な探究の時間やホームルームを効果的に行い、理解を深め進路意識を高めさせたい。

職員会議等で受診勧奨の意識付けを図り、考査中
や長期休業中の受診をお願いしてきたが、１２月
末時点での精密検査受診率は66.7％。年度末まで
に受診勧奨を図り100％の受診率を目指す。

業務時間の短縮率が前年度比の

B

教職員の
健康管理

再検査者の受診率が

2

　危険・不具合個所の早期修繕に努めた結果、施設・設備に起因する事故は発生しなかった。しかしながら、経年劣化する不具合箇所が多数発生していることから限られた予算内で効
率的な修繕を行うとともに、県に要望し順次予算措置をしてもらう必要がある。

　今年度ＩＣＴ担当教員を配置し、Microsoftformsにより出欠管理システムを作った。また、自動採点システムなどＩＣＴの活用において、教職員の業務の補助等にあたった。業務改
善については、教員自身がワークライフバランスの意識を高める必要がある。
　教職員の健康管理については再検査者数も昨年度より減少し、再検査者の受診率も年度末時点では１００％となり意識的に改革されている兆しはある。

業務
改善

　他分掌、家庭及び校外生徒指導機関と連携した組織的・計画的・予防的な指導を実施し、概ね各種問題の解決・解消を図ることができた。交通安全に関しては、自転車運転の法規や
マナーについては一部に規範意識の不足している生徒がおり、外部のからアドバイスを数件いただいた。交通安全教室や全校集会等で安全意識の向上に努めたい。
　コミュニケーションスキルは、例年どおりの学校活動で育まれたと感じる。学校行事や部活動にボランティア活動参加を組み込む等、地域と連携した生徒主体の自主的・計画的な活
動を行った。ＨＲ担任や教育相談室による面談（保護者面談も含む）を計画的に実施するとともに、生徒の多面的理解を深めるため、複数の教員やＳＣによる面談を増やした。これら
日常的な生徒観察に加え、毎学期のいじめ・被害等調査により、問題発生時には早期対応・早期解決することができた。生徒は全体的に能動的で落ち着いた学校生活を送っており、安
心・安全な学習環境づくりの前提となる生徒指導を推進できた。しかし、不測の事態は常に起こり得るので、引き続き予防的指導体制を整備していきたい。
　教育相談活動は、教育相談室長を中心に各学年担当の教育相談係がＨＲ担任や部活動顧問等と連携して推進した。初動対応、中学校と連携した新入生の情報共有やＳＣの活用、場合
によっては専門機関とも連携した取組など、ＨＲ担任のサポート役として教育相談室が機能している。新入生の新しい環境への適応力が低下傾向にあり、入学当初のサポートを強化さ
せる必要がある。今年度は１年生全員に対して生徒課長面談を実施した。今後教員の研修や家庭・専門機関・地域関係諸機関との連携を深め、教育相談体制の充実を更に進めたい。
　「安全」については、自転車に関する事故・苦情等の交通関係だけでなく、不審者事案や災害関係にも対応するため、安全の三領域（生活・交通・災害）に関する対策を具体化させ
る。防犯訓練、交通安全教室、災害避難訓練、ＡＥＤ講習等を、警察、消防、その他専門機関等の指導を受けながら、生徒会やＨＲ活動において生徒が主体的に行動できるよう啓発指
導を行う。これらを通じて生徒の生活実態に即した危機管理能力（危機回避×危機対応）を具体的・実践的な内容にスキルアップさせる。
　「豊かな心の育成」・「教育相談」については、引き続き、校内での情報共有と共通理解、家庭、中学校、専門機関、地域社会との連携を重視する。特に問題の未然防止、早期発
見・解決を図る。若い世代の教員に向けて生徒指導スキルの継承や、本校生徒指導の長所である組織的対応力（ひとりで抱え込まない）の充実を図る。

業務時間
の短縮

会議時間の短縮、最終
退校時間の相互啓発、
部活動の週一日休養日
実施、年次有給休暇の
積極的取得等を推進す
るなかでタイムマネジ
メント力を上げ、業務
改善を図る。

健康診断結果に基づい
た健康管理を行い、面
談等の機会を使いなが
ら意識改革を行い受診
率の向上を図る。

部活の負担は生徒にとって
意義深いが、悩ましい問題
である。
空きコマの効果的な活用を
図るべきである。
個々に毎月2日程度のノー
残業デイを申告制で実施す
ることを提案する。
部活動以外の時間外業務
の削減を意識するべきであ
る。
業務時間の短縮、健康診
断の受診率の向上に取り
組んでいるが、引き続き業
務改善が必要である。
他の高校よりも時間外在校
時間が長いのか比較した
データが必要である。
大会への引率時の宿泊
費、交通費等の負担データ
も必要である。
教員の教育への意識が高
いほど無理をしてしまう傾
向があるため、管理職が調
整するべきである。若手教
員を育て、教育の大事さ、
魅力を示すべきである。時
間外勤務時間の削減は難
しい課題であり、地道に進
めるしかない。
ICT担当職員を配置し、業
務の現状を洗い出し、検
証、分析するべきである。
出欠管理、自動採点システ
ムの効果を期待する。会議
の短縮化、有給休暇の有
効活用も必要である。

　各教室に配置された電子黒板や教員の指導者用端末は、日常的に使用されている状況である。また、Googleのクラスルームを多くの教員が利用しており、課題の出題や、模擬試験に
向けての対策等を配信するといった活用が継続されている。より効果的で効率的な場面での利用がより進んでいるようである。生徒の学習者用端末については、通常の授業での使用頻
度としてはそれほど高くはないが、一部の教科・科目等では課題や作文の提出および教員の添削指導の場面で活用する機会も増えてきたようである。一斉授業では、意見や考察の集約
として活用するといった方法が効果的ではないかと考える。さらなる活用の仕方を、先進校の取組や研修を通して実践していくことが大切であると思われる。普段の授業の中での生徒
の学習者用端末の効果的な活用を図ることが、今後の課題であると考える。

　クラス担任が毎日、学習計画表を提出させ、こまめにチェックを行い、学期ごとの面談も生徒全員と行っている。学習指導と生活指導の両面から非常に熱心に取り組んでいる。教科
担当も質量ともに適切な内容の課題を与え、生徒個々の学習の進捗状況について把握し、十分な指導を行っている。模試の結果などを見ると、その成果が徐々に現れていると思われ
る。生徒とともに教員も根気強く取り組んでいく姿勢が今後も大事であると考える。

　教育課程が大きく変わる学年であり、大学入学共通テスト対策や進路実現に向けて試行錯誤しながら取り組んだ。朝学習では、ＩＣＴを活用した教育コンテンツの「Classi」を本格
的に導入し、個別最適な学習に取り組んだ。しかしながら「苦手分野の克服ができた」と実感している生徒は 59.0％ であった。苦手分野の克服には地道な努力が必要であり、学習習
慣の確立や学習時間の確保が課題である。



８　次年度への改善策
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業務
改善

　授業力向上のために、他校（高校に限らず中学校も）の公開授業や中高連携事業等を通して、授業研究の機会を積極的に利用する。また、校内における他の教員の授業見学の機会を
設け、授業力の向上やＩＣＴの活用、改善への取り組みができるような研修に積極的に取り組んでいきたい。

　登校指導、警察やその他専門機関と緊密に連携し生徒の安全確保に努めたい。重点的に対応しなくてはならない案件については、全校集会などを通じて生徒達に呼びかけていく。
　教育相談に関しては多くの教員、ＳＣと連携を図り、早期対応・早期発見に努め真摯に対応していく。しかし、不登校の生徒や欠席の続く生徒が年々増加傾向にある。ケース会議な
どを通じて生徒一人ひとりの特性を把握し、全教員で情報を共有する中で個々の生徒への対応を考えていく。
　コミュニケーションの基本である挨拶について改善を図りたい。教員側から積極的に笑顔で挨拶し、生徒達に範を示していくことが重要である。

　生徒が進路に対して自らがどうあるべきかを考える時間を増やしたい。とくに「総合的な探究の時間」の充実により進路探究を深めるとともに、進路講演会やLHR、大学見学などを
積極的に行うことで視野を広め、進学意欲の向上を図りたい。また、実践する教員側の進路意識向上とスキルアップを今以上に高める機会を設けたい。

　豊高ホームページについては、魅力ある豊浦高校を、豊浦高校に興味を持つ中学生やその保護者、また在校生やその保護者、多くの卒業生に発信できるよう、内容を吟味しながら、
さらなる質の向上に努めたい。また、PTA総会は、総会の出席率を少しでも上げられるように、総会が保護者にとって魅力あるものとなるよう、従来のやり方にとらわれず、他校のや
り方も参考にしながら、その内容を模索していきたい。今後も学校評価アンケートを通して、保護者の希望や改善要求といった生の声に耳を傾けながら、学校からも保護者が本当に欲
しい情報を、ホームページやマチコミメールを通じて発信していきたい。

　体力向上については体育的行事や授業、運動部活動のさらなる充実を図り、多くの生徒が運動に関する興味・関心が持てるようにしていきたい。
健康安全面については感染症対策、暑熱対策を継続実施し、学校生活を安心して送ることができる環境づくりに取り組んでいきたい。また、自分の健康状態を把握しメンタル面も含め
て能動的に生活ができるよう指導していきたい。

　アンケートからも学習量の不足を自覚している生徒が多数いる状況の中で、具体的な時間の使い方・学習方法を指導することが必要である。この指導は、ＨＲ担任や教科担当者が部
活動顧問と連携を取りながら行っていくことが有効であると考える。また、学年としては、ＬＨＲや総合的な探究の時間を通して、進路実現のための具体的な情報収集・対策を指導
し、進路への意識をさらに強く持たせることで学習への意欲を強めていくことが重要である。

　理系科目が得意でない生徒が理系に進んでおり、学習面でかなり苦労しているのは否定できない。本人・保護者の希望であるので致し方ないが、現実を見据えての指導、能力に見
合った努力を促す指導が今まで以上に必要になっていくと考える。「文武両道」の本校の伝統は継承しつつ、さらに質の高いものにする姿勢を全校で共有できるようにしていくことが
理想である。

　進路実現に向けて、早いうちから目標を設定し、取り組む必要がある。ＬＨＲや総合的な探究の時間を活用し、自分の進路について深く考えながら学校生活を送ってほしい。進路実
現のため、勉強と部活動の両立を心掛け、学習習慣の確立や「学年＋２時間」の学習時間を確保できるような取組が必要であると考える。
　次年度も生徒の進路希望を実現できるようにサポートしていきたい。

　今年度｛やまぐち型社会連携教育推進事業」によって追加した取組については予算も確保できたが、次年度は予算がつかない。次年度以降、大学や市役所など地域の関係機関へのお
願いがどのようにして実施できるのかを検討する必要がある。コミュニティ・スクールの仕組みを生かした活動や、学校全体で地域連携に関わっていく体制づくりの構築が必要であ
る。また、学校と地域・関係機関が相互に関わることができる教育活動を設定し、さらに地域との連携を高めていく。

　修繕必要箇所が多発しているため、優先順位、必要性等を勘案し、一層効率的な予算執行を図り、事故防止に努める。要望しているが予算化されていない案件についても積極的に県
に相談し、予算の確保に努めていきたい。

　業務内容の見直しをすることが課題であるが、教職員一人ひとりの「納得」が必要であり、教職員自身の意識の向上を図り、実現のために職場環境を整えていく。
　教職員の健康管理については、再検査自体の減少のための勧奨をし、再検査の受診率も１００％とする。
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